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［２］研究経過 

がんの分子生物学的理解が進み、分子標的制御が

幾多の成功を修めつつある現在でも「制がん」への

道程は遥かに遠い。悪性形質の中で腫瘍血管新生は、

がんの生育に重要で、がんの増殖制御に重要な標的

となる。クルクミンは、多分子を標的制御し腫瘍血

管新生に係る分子群も様々な作用点で制御すると予

想される。本研究の目的は新規合成クルクミンアナ

ログが血管新生の阻害剤として機能するかについて

分子レベル、モデル実験系で検証することにある。 

以下，研究活動状況の概要を記す。 

1) 新規クルクミンアナログを用いてVEGF-Aによる

HUVEC 細胞のsprouting に対する抑制活性を指標に

スクリーニングを行う。 

2)アナログの血管新生系の分子制御メカニズムの詳

細をRT-PCRやウェスタンブロット解析する。 

3) Xenopus用いたin vivoの実験系（tad podの腫瘍

血管）で血管新生の阻害活性を検証する。 

（研究打ち合わせ等の開催状況） 

平成24年11月16日（金） 

（研究打ち合わせ、仙台市） 

平成25年1月25日（金） 

（研究打ち合わせ、秋田市） 

 

 

［３］成果 

 （３－１）研究成果 

本年度は，以下に示す研究成果を得た。 

GO-Y078 はヒト血管内皮細胞HUVEC に対して血管新

生阻害活性を有し、その活性は Sunitinib や

Sorafenib と同等以上であった。Xenopus tad pod

を用いたin vivoの系でも血管新生を抑制した。ま

た、転移抑制活性についてもgelatin zymogram 

wound healing assayなどで示されている。 

 

（３－２）波及効果と発展性など 

本共同研究は日本カーバイト工業など学外研究者

との交流が活性化し、化合物の大量合成の途が開か

れた。 

また，本年、新規クルクミンアナログの抗腫瘍活

性について我が国と米国において特許が承認された。 

・日本特許；特許第2020506号（2012.8.3） 

・米国特許；US8,178,727（2012.5.15） 

 今後の臨床応用などへの発展・展開が期待される。 
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